
～

公共下水道・農業集落排水整備区域外の
専用住宅に小型合併処理浄化槽を設置す
る方

要綱に基づき小型合併処理浄化槽本体工事費に対して補助金を
交付している。

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

下水道区域外の住民に対し浄化槽設置補助金を交付することにより、出水市全体の水洗化率の向上を図
る。

○5人槽(@　790千円)
　180基　142,106千円
○7人槽(@　928千円)
　48基　44,544千円
○10人槽(@　1,197千円)
　4基　4,694千円

計232基　191,344千円

※　@=補助上限額

○5人槽(@　790千円)
　185基 　146,150千円
○7人槽(@　928千円)
　100基　 92,800千円
○10人槽(@　1,197千円)
　15基　17,955千円

計300基　256,905千円

※　@=補助上限額

○5人槽(@　790千円)
　217基　171,430千円
○7人槽(@　928千円)
　110基　102,080千円
○10人槽(@　1,197千円)
　20基　23,940千円

計347基　297,450千円

※　@=補助上限額

○5人槽(@　790千円)
　217基　171,430千円
○7人槽(@　928千円)
　110基　102,080千円
○10人槽(@　1,197千円)
　 20基　23,940千円
　
計347基　297,450千円

※　@=補助上限額

４　事務事業の対象・手段・意図
　対象（誰・何に対して行う事業ですか） 手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

公共下水道・農業集落排水整備区域外の、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し環境保全を図る
ために実施する。

３　事務事業の概要

H24年度の事業概要
H25年度の

事業概要・計画
H26年度の事業計画 H27年度の事業計画

合併処理浄化槽設置整備事業費 1 4 1 9 5

施設の整備

根拠法令・条例、関連計画等 出水市小型合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱
　予算細々目名 会計 款 項 目 細目

年度 平成 年度

総合計画上の
位置付け

基本方針 豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり

施　　策 下水道等の整備・生活排水処理対策の推進

細 施 策

下水道課 記入者名 松元　高志 内線 409

事務事業名 合併処理浄化槽設置促進事業 事業期間 平成 18

平成２５年度　実施計画・事務事業評価（事後評価）シート
実施計画
１　基本事項

部等名 建設部 課等名
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※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）
※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

□ 拡大 ■ 現行のまま継続
□ 改善して継続
□ 統合・縮小 □ 廃止・休止

　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

二次評価と同様に現行のまま継続とするが、平成28年度以降の補助金見直
しについて意思決定を早めに行い、早い段階から市民に周知する必要があ
る。

平成２７年度までは現行のままで継続させる。
平成２８年度以降は、補助金等について見直しを検討する必要がある。

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

一次評価と同様に現行のまま継続とするが、補助金見直しの意思決定を早
めに行い、早い段階から市民に周知を行う。

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

県内４３市町村中、３８市町村が実施。県内１９市は、全て実施している。
ただし、国の基準額（５人槽：３３２千円、７人槽：４１４千円、１０人槽：５４８千円）に準じた補助額で交
付している市町村が多い中、本市は県内１９市で最も高い補助額に設定している。

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）
　今後の方向性（総合評価） 　方向性の理由、改善案等

■ は　い 理由

現在の浄化槽設置者の個人負担は、合併協議により旧高尾野町の公共下水道受益者分担金
（１０万円）と同額になるように考慮して設定されているため、妥当と考える。□ いいえ

な　い 理由

類似事業がないため□ あ　る

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

効
率
性

　成果指標を下げずにコスト削減の余地はないですか
（成果指標がない場合は、単純にコスト削減について記入してください）

■ な　い 理由

事業規模、内容等が決まっているため□ あ　る

　類似事業の有無と統合の可能性はないですか（市以外の取組含む）

■

■ あ　る 理由

小型合併処理浄化槽の整備が極端に停滞することにより、公共用水域の水質汚濁等の環境
保全の面に影響が表れる。□ な　い

２　評　　　価

有
効
性

　成果指標又は実施計画の意図を向上させる余地はないですか

■ な　い 理由

本市の補助率は県内１９市で最も高く、浄化槽設置者の個人負担が少ないため。□ あ　る

　廃止・休止した場合の影響はありますか

73.56% 34 100.00%

②

成
果
指
標

① 整備率 % 60.95% 64.76% 69.16%

347 347 34 7882

②

活
動
指
標

① 合併処理浄化槽設置基数 基 232 300

27年度 最終目標
実績 目標 目標 目標 年度 目標値

事務事業評価（事後評価）
１　指標の推移

区分 指 標 名 単位
24年度 25年度 26年度

※H28以降毎年300基づ
つ整備した場合


